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Ⅰ．実施の背景
　「食育基本法」では，国民一人一人が「食」に
ついて改めて意識を高め，自然の恩恵や「食」に
関わる人々の様々な活動への感謝の念や理解を深
めつつ，「食」に関して信頼できる情報に基づく
適切な判断を行う能力を身に付けることによっ
て，心身の健康を増進する健全な食生活を実践す
るために，家庭，学校，保育所，地域等を中心
に，国民運動として，食育の推進に取り組むこと
が我々の課題1）として示されている．
　「食育基本法」に基づく「食育推進基本計画」
は第1次（2006年3月策定）に続き第2次（2011年
3月策定）が作成された．第2次食育推進基本計画
は，“「周知」から「実践」へ” 2）を概念に計画が
策定され取組が推進された．さらに2016年には，
第3次食育推進計画が策定され，①若い世代を中
心とした食育の推進，②多様な暮らしに対応した
食育の推進，③健康寿命の延伸につながる食育の
推進，④食の循環や環境を意識した食育の推進，
⑤食文化の継承に向けた食育の推進を重点課題と
し，取組み視点として①子供から高齢者まで，生
涯を通じた取組の推進，②国，地方公共団体，教
育関係者，農林漁業者，食品関連事業者，ボラン
ティア等が主体的かつ多様に連携・協働しながら
食育の取組に十分留意する必要があると示されて
いる3）．恵庭市では，地域の実態を踏まえて2013
年に「食をとおして，生涯にわたる健やかな暮ら
しの実現を目指す」を基本方針とする「第2次 恵
庭市食育推進計画」が策定されている4）．恵庭市
の食育推進に対しては，食育推進協議会の委員で
もある著者らが，計画の作成及び実施に地域の高
等教育機関として係わり，その推進に努めてきた．
　本学の食育教室は，国や恵庭市の食育に関する
基本的な方針を踏まえ，地域の関係機関との連携
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を持ち，新たな視点を組み込みながら積極的に進
めてきている．
　なお，2004年からの実施内容は，2009年に
2004 ～ 2008年の実施記録5），2011年に2009 ～
2010年の実施記録6）を報告した．
　2011年の報告では，事業に臨時管理栄養士の
スタッフを増員し，共催団体や協力団体とも役割
分担をすることにより，運営がスムーズに進むよ
うになった．共催や協力団体のスタッフの意識の
変化もあり，食育とは関わる全ての人が食育され
るとわかった．地域の高等教育機関として，食育
推進の拠点の1つになり，よりよい食育の発信を
し，ネットワークを広げていくことが管理栄養士
の養成にもよい教育効果をもたらすと再度認識
し，事前事後の広報活動も食育推進に重要である
ことが示唆された6）．
Ⅱ．実施状況
1．2011年度〔平成23年度〕実施内容（表1）
　北海道文教大学主催の『食育教室2011』として，
後援を恵庭市・恵庭市教育委員会から受け，恵庭
市の幼児と児童，その保護者を対象に調理体験型
の教室を年7回計画・実施し，延べ277人の参加
者を得た．学生のボランティア参加は，延べ67
名となり，体験をとおして食育推進事業について
学び，自らも食育体験をする機会を得た．生産者
との協働としては，恵庭・北広島・千歳の若手農
業青年団体ルーキーズカンパニー（以下ルーキー
ズ）が加わり実施した．
1） 第1回目テーマ「お弁当を作ろう！」
　食育月間と父の日にちなんで，副菜の中に
ジャーマンポテトなど父親にも好まれるメニュー
を入れ，お弁当の定番とされる副菜でメニューを
構成し実習を行った（写真1）．
　小学生4・5・6年生を対象としたメニューであっ
たが，複数の副菜が組み合わされていることと，
A4版1枚のレシピ（図1）で作成したことで，健
康栄養学科の掲示板前に用意すると学生が参考に
持ち帰り，常にレシピ補充することとなった．こ
のことから健康栄養学科学生への食育効果の波及
につながったと推察する．また，オープンキャン
パス参加の高校生に配布するなど，1枚物のレシ
ピ配布の活用範囲は広く，食育情報提供として有
効であることがわかった．
2） 第2回目「えにわ大好き！食の体験ランド」
　本学，恵庭市教育委員会，ルーキーズの三者で
行う1泊2日の連携企画事業で，2009年から3回目
になる．春野菜である「ブロッコリー」をテーマ
食材として実施した．毎回，評価と改善を行いな
がら実施する事業は，食育推進地域連携モデルに
もなる内容であったが，プログラムの充実の反面，
泊を伴うため参加応募者の減少傾向がみられ，1
泊2日日程の再検討が必要なことがわかった．
3） 第3回目テーマ「学校給食メニューに挑戦！」
　学校給食センター・財団法人恵庭市学校給食協
会との共催は4年目になる．2つの調理実習室を
使用し，通常の倍の規模で行った．学校給食の対
十六穀おにぎり
【分量】 精白米 2合（３００ｇ）
炊飯用雑穀 1袋（３０ｇ）
水 2合分＋６０ｍｌ
塩 小さじ１/ ２
【作り方】
①精白米をとぎ、その中に水と
雑穀を入れて炊く
②炊きあがったらおにぎりにする
チーズおかかおにぎり
【分量】 精白米 2合 水 2合分
プロセスチーズ ６枚
削り節 ３ｇ（1袋） しょうゆ 小さじ１/ ２
焼きのり 1枚 塩 小さじ１/ ２
【作り方】
①精白米をとぎ、炊く
②プロセスチーズをサイコロ切りにして、
炊いたご飯に混ぜる
③削り節としょうゆをあわせて、 おにぎりの中に
入れる
④焼きのりをつける
きんぴらごぼう
【分量】 ごぼう １００ｇ にんじん ５０ｇ
ごま油小さじ２ 砂糖大さじ１・１/ ２
しょうゆ大さじ１弱 酒大さじ１ 水６０ｍｌ
白煎りごま 小さじ１ 七味唐辛子 適量
【作り方】
①ごぼうをアルミ箔でこすり、３ｃｍの長さで太めの
千切りにし、水にさらす
②人参もごぼうと同じように切っておく
③ごま油でごぼうと人参を２分くらい炒め、
水と調味料を入れ、汁がとぶまで炒める
④白ごまをひねって加え、七味唐辛子を入れる
厚焼き卵
【分量】 卵４個 だし汁７０ｍｌ
薄口しょうゆ大さじ１/ ２ 砂糖大さじ２
みりん小さじ１ 焼き油適量
【作り方】
①ボールに卵を入れて菜箸をたてて切るようにほぐす
②調味料を入れ混ぜる
③卵焼き鍋をよく熱し、油をよくなじませる
※余分な油はふきとること
④卵汁を数回に分けて入れ、焼いては巻いていくの
を繰り返す
※卵汁を入れたら、すみずみまで行きわたらせること
鶏の鍋照り焼き
【分量】 鶏もも肉３０ｇ×１２切れ
油 小さじ１ しょうゆ大さじ２
砂糖大さじ１/ ２ みりん大さじ１
酒小さじ１
【作り方】
①フライパンに油をひき、鶏もも肉
を焼き、焼き目がついたら、酒を
入れ、蓋をして蒸し焼きにする
②合わせておいた調味料を入れ、
強火で照りをつける
ジャーマンポテト
【分量】 じゃがいも中２個 ベーコン２枚
新玉ねぎ１/ ４個オリーブ油小さじ１
バター５ｇ 塩 ひとつまみ こしょう適量
【作り方】
①ベーコンを１ｃｍの幅に切り、油で炒め、
さらに、薄切りした玉ねぎを加え、よく炒める
②下ゆでしたじゃがいもを食べやすい大きさに
切り、①に入れ、仕上げにバターを入れ
塩・こしょうをする
春キャベツの浅漬け
【分量】 キャベツ２００ｇ きゅうり１/ ２本
粗塩 ひとつまみ 砂糖 ひとつまみ
国産レモン１/ ２個 塩こんぶ ２ｇ
【作り方】
①キャベツは手でちぎり、きゅうりは小口切り、
レモンはしぼり、皮は良く洗い、千切りにする
②袋に塩こんぶ以外を入れ、よくもむ
③塩こんぶを加え、冷蔵庫に入れる
アスパラとミニトマト
※アスパラは塩を入れたお湯で
色よくゆでる
お弁当 ６人分レシピ
北海道文教大学『食育教室2011』第１回目
写真1　お弁当を作ろう！
図1　第1回「お弁当を作ろう！」レシピ
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象児童・生徒とその保護者が対象で，学校給食の
人気メニューからレシピを構成して，栄養教諭を
デモンストレーターとして実施した．参加者から
も好評で，次年度も連携を継続していくこととし
た．
4）第4回目テーマ「夏野菜を食べよう！」
　「えにわ通学合宿」の参加児童を対象に，6年
続く連携事業である．青少年研修センターに7泊
8日する事業の2日目に設定し，その後の児童に
よる夕食づくりを円滑に進めていくための役割を
担っている．臨地実習のために学生ボランティア
の確保が難しい時期であるが，通学合宿実行委員
会のサポートを得て行われた．
5）第5 〜 7回目「親子わくわくクッキング」　
表１　2011年度『食育教室』実施状況
回 月・日 対象 応募者数
参加者
数 テーマ・レシピ スタッフ
ボランティア
学生
『お弁当を作ろう！』
　・十六穀おにぎり
　・チーズおかかおにぎり
42 　・鶏の鍋照り焼き
　・厚焼き玉子 5
　・ジャーマンポテト
(62件) (24件) 　・きんぴらごぼう
　・春キャベツの浅漬け
　・アスパラ　  ・ミニトマト
えにわ　大好き！食の体験ランド
『ブロッコリーをまるごと食べよう ! 』
12 12 　・エビピラフ 5 9日：14
　・マッシュルームとトマトのスープ
　・ブロッコリーと鮭のグラタン 10日：7
　・キャベツのコールスロー
『学校給食メニューに挑戦！』 大学：6
　・鶏ごぼう混ぜご飯
100 85 　・かぼちゃの味噌汁
　・豚肉のピリカラ焼き
　・いかときゅうりの和え物 学校給食協会
：2
『夏野菜を食べよう！』
えにわ通学合宿 　・ロコモコ丼
参加児童 32 　・カボチャスープ 5
小学４・５・６年 　・トマトのサラダ
　・シャーベット
親子わくわくクッキング
『はじめてのお料理1・2・3』
33 33 　・ご飯 5
（14組) （14組) 　・みそ汁
　・鮭のホイル焼き
　・かぼちゃのいとこ煮
親子わくわくクッキング
『中国料理に挑戦！』
38 36 　・チャーハン 5
(17組) (16組) 　・中華スープ
　・たたききゅうり
　・杏仁豆腐
親子わくわくクッキング
37 37 『ピザ作りでクリスマスを楽しもう！！』
（16組) （16組) 　・ピザ 5
　・和風ポトフ
　・チーズケーキ
数値（人）
11
14
12
3
10
3
学校給食セン
ター：7
第
５
回
第
６
回
第
７
回
6月18日（土）
　7月 9日（土）
10日（日）
8月27日（土）
9月4日（日）
10月29日（土）
11月19日（土）
12月10日（土）
就学前
５・６歳児親子
就学前
５・６歳児親子
就学前
５・６歳児親子
第
１
回
第
２
回
抽選前の
総数不明
第
３
回
第
４
回
小学生
４・５・６年生
（保護者も可）
小学生
４・５・６年生
小学生
中学生
保護者
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　就学前の幼児親子を対象とし，連続して3回参
加できる親子を優先に募集し，教育効果を見る試
みをした．3週間隔で実施し，幼児向けの栄養教
育のモデルを検討した．
6）実施運営体制等
　就職活動でボランティア経験は必須事項である
ことから，ボランティア経験を求める学生が多数
いる一方で，学生の臨地実習や国家試験の模試と
の日程調整が難しかったため，十分にその期待に
答えられなかったことが挙げられる．そのために
運営側は，マンパワー不足が起こり，卒業生ボラ
ンティアの援助を受けて実施した．この点につい
ては，開催回数の見直しを行い，特定少数の卒業
生では無く，組織的に働きかけることで，食育推
進に広がりを持たせながら検討することが次年度
の課題となった．
2．2012年度（平成24年度）実施内容（表2）
　『食育教室2012』として，調理体験型の教室を
恵庭市の幼児と児童，その保護者を対象に，前年
度より2回少なく5回を計画・実施した．延べ223
名の参加者が食育を体験し，延べ61名の学生が
ボランティアとして食育推進事業の推進を学び，
自らも食育体験をした．開催回数は，対象や開催
スタイルの異なるモデルケースとなる5回を維持
した．各回の応募者は定員を上回り，募集1～ 2
日で定員に達した． 
1） 第1回目テーマ「お弁当を作ろう！パート2」
　小学生4・5・6年生を対象とし，そのレシピを
健康栄養学科の掲示板に用意すると，学科を問わ
ず学生が参考に持ち帰り，青年期への食育推進に
活用された． 
2） 第2回目「えにわ大好き！食の体験ランド」
　テーマ食材を「じゃがいも」に設定し実施した．
前年度までの1泊2日日程を見直し，実施内容は
そのままに1日間で行った．また，第2次食育推
進計画重点課題の1つである「家庭における共食
を通じた子どもへの食育の推進」にも焦点を当て，
表２　　2012年度『食育教室』実施状況
回 月・日 対象 応募者数
参加者
数 テーマ・レシピ スタッフ
ボランティア
学生
『お弁当を作ろう！パート2』
　・2色ご飯
　・鮭のコチジャンマヨ焼き
36 　・アスパラつくね 4
　・れんこんの煮物
　・マッシュポテト
　・たたききゅうりの梅和え
えにわ　大好き！食の体験ランド
21 『もっと　じゃがいもを知ろう！』 5
　・スープカレー
えにわ通学合宿
えにわ通学合宿 　・タコライス
参加児童 　・ミネストローネ 4
小学４・５・６年 　・サラダ
『学校給食メニューに挑戦！』 大学：6
　・ビビンバ
　・わかめスープ
　・中華和え
　・フルーツ白玉 学校給食協会
：2
親子わくわくクッキング
『クリスマスパーティをしよう！！』
72 42 　・エビピラフ 5
（33組） (18組) 　・鶏肉のパイン煮
　・お芋とかぼちゃのリースサラダ
　・クリスマスケーキ
数値（人）
11
9
8
18
15
第
４
回
第
５
回
6月16日（土）
7月7日（土）
9月2日（日）
11月17日（土）
12月15日（土）
小学生
４・５・６年生
（保護者も可）
第
１
回
第
２
回
第
３
回
36
21
35
小学生
４・５・６年生
小学生
中学生
保護者
就学前
５・６歳児親子
89 学校給食センター：7102
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参加児童を迎えに来た保護者と児童が，児童自ら
収穫した野菜で作った夕食を共食する機会も持つ
ことができた．
　共催団体の恵庭市教育委員会は，4年継続した
「えにわ大好き！食の体験ランド」の取り組みを
北海道生涯学習実践交流セミナー（平成25年2月
14日開催）において，参加児童ではなく，敢え
てボランティア学生や農業青年の成長に焦点を当
てて事例発表し，食育推進地域連携モデルとして
認知されることとなった．
3） 第3回目「えにわ通学合宿」
　えにわ通学合宿に参加する児童を対象に，7年
続く連携事業として行った．
4） 第4回目テーマ「学校給食メニューに挑戦！」
　学校給食センター・財団法人恵庭市学校給食協
会との共催で実施した．参加者希望者が多く，参
加者からも好評で，次年度も共催することとした．
5） 第5回目「親子わくわくクッキング」
　就学前の幼児親子を対象とし，前年度までの3
回実施を1回に減らし開催した．参加者数は，1
調理台2組の親子が実習するのが適切な人数と判
断し，18組の親子を募集人数とした．参加希望
者が定員を超えたため，先着順ではなく抽選で参
加者を選定した． 
6）実施運営体制等
　臨時管理栄養士のデモンストレーションは，参
加児童の把握や保護者の立場の理解も適切で，次
年度以降も継続することとした．
　ボランティアスタッフ募集について，本学の鶴
岡学園同窓会誌に掲載したことにより，1～ 3回
目に複数の卒業生の参加があった．マンパワーの
確保はもとより，食育の裾野を広げる機会になっ
た．
　公益社団法人（以下，公社）北海道栄養士会広
報紙 えいよう HOKKAIDOに“養成校の最前線栄
養士の卵たち”で学生のボランティア活動が紹介
された7）． 
3．2013年度（平成25年度）実施内容（表3）
　『食育教室2013』として，実施回数5回を計画・
実施した．延べ226名の参加者が食育を体験し，
延べ43名の学生と10名の卒業生がボランティア
をして食育推進事業の実施について学び，自らも
食育体験をした．
　各回の応募者は定員を上回り，募集1～ 2日で
定員に達する人気であった．
1） 第1回目テーマ「お弁当を作ろう！パート3」
　小学生4・5・6年生を対象としたものであった
が，そのレシピは学生の食育推進にも活用された．
2） 第2回目「えにわ大好き！食の体験ランド」
　テーマ食材を「キャベツ」に設定し実施した．
前年度の1日間プログラムが内容も充実してお
り，高い評価だったので踏襲した．参加児童を迎
えに来た保護者と児童が，児童自ら収穫した野菜
で作った夕食を共食した．30名の児童が体験し，
100人を超える共食の機会になった．その後に，
参加者が生産者団体であるルーキーズや学生と体
験を振り返る時間を設定した．
写真2　食育教室パネル
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　共催団体の恵庭市教育委員会とルーキーズは，
この取組みを2013年度青少年の体験活動推進事
業「シニアリーダーコース」（主催：北海道教育
委員会）において事例研究「青年組織による地域
貢献活動～『ルーキーズ』の取組」として発表し
た．また恵庭市教育委員会では，6月に開催され
る恵庭市の食育月間の展示や2月開催の「えにわ
食農交流フェスタ」等で，本学が作成した実施内
容を紹介するパネルを食育周知啓蒙活動に活用し
ており，食育推進地域連携モデルとして認知され
た（写真2）．
3） 第3回目「えにわ通学合宿」
　えにわ通学合宿に参加する児童を対象に開催し
た．2006年から8年続く連携事業であったが，次
年度からは別の体制で行われることなり，恵庭通
学合宿の協働は最後になった．
4） 第4回目テーマ「学校給食メニューに挑戦！」
　学校給食センター・財団法人恵庭市学校給食協
会との共催は6年目になるが，学校給食メニュー
で実施され，好評であった．
5） 第5回目「親子でわくわくクッキング！」
　就学前幼児親子を対象に開催した．
6）実施運営体制等
　2012年度から第1回・第3回・第5回は臨時管理
栄養士がデモンストレーターを務め，指導技術も
向上してきた．
表３　　2013年度『食育教室』実施状況
回 月・日 対象 応募者数
参加者
数 テーマ・レシピ スタッフ
ボランティア
学生
『お弁当を作ろう！パート3』
　・おむすび
33 32 　・豚肉のチーズ焼き
　・ほうれん草の卵焼き
　・切干大根の煮物
保護者 保護者 　・キャベツのゆかり和え
11 11 　・アスパラ
　・ミニトマト
えにわ　大好き！食の体験ランド
『キャベツを知ろう !!』
　・ハンバーガー
　・ヒレカツバーガー
　・ミネストローネ
　・フルーツポンチ
えにわ通学合宿
えにわ通学合宿 『どんぶりメニューを作ろう！』
参加児童 　・変わり海鮮丼
小学４・５・６年 　・豚汁
　・たたききゅうり
　・メロン
『学校給食メニューに挑戦！』
　・五目ごはん 大学：6
　・さつま汁
　・鮭味噌マヨネーズ焼き
　・おかか和え
　・グレープフルーツゼリー 学校給食協会
　・牛乳 ：2
親子でわくわくクッキング！
『みんなで楽しいクリスマス！』
41 41 　・サフランライス
（18組） （18組） 　・ミートローフ 5
　・かぼちゃのミルクスープ
　・簡単サラダ
　・クリスマスケーキ
数値（人）
卒業生：6
18
9
11
卒業生：2
5
卒業生：2
6月16日（日）
7月13日（土）
11月17日（日）
12月14日（土）
9月 1日（日）
第
１
回
第
２
回
第
３
回
第
４
回
第
５
回
4
5
5
学校給食セン
ター：6
就学前
５・６歳児親子
小学生
４・５・６年生
（保護者も可）
小学生
４・５・６年生
小学生
中学生
保護者
30
40
83
34
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　1～3回目に複数の卒業生が参加し，マンパワー
の確保はもとより，食育の裾野を広げる機会に
なった．
　後援の恵庭市からも，保健福祉部保健課の係長
や栄養士，子ども未来室保育課栄養士の参加や見
学があり，連携を深めることができた．
　2014年3月11日には，協働しているルーキーズ
が日ごろからのプロジェクト活動や研究活動，食
育活動から，全国農業青年クラブ連絡協議会主催
の第53回全国青年農業者会議で農林水産省経営
局長賞を受けた．
写真3　臨時管理栄養士（白衣）のデモの様子， 
　　　  両脇は卒業生ボランティア　　　
表４　　2014年度『食育教室』実施状況
回 月・日 対象 応募者数
参加者
数 テーマ・レシピ スタッフ
ボランティア
学生
『お弁当を作ろう！パート4』
　・おにぎり（梅干し・チーズおかか）
　・アスパラの豚肉巻き
57 43 　・厚焼き卵 5 12
　・きんぴらごぼう
保護者 保護者 　・ひじきサラダ 卒業生：2
18 15 　・春キャベツの浅漬け
　・いちご
えにわ　大好き！食の体験ランド
『大根をまるごと食べよう』
　・ごはん
　・大根菜のふりかけ 6 14
　・大根のエビすりみ煮
　・鶏肉のおろし和え
　・千切りサラダ
　・味噌汁
親子でわくわくクッキング！
『料理の基本にチャレンジ!!』
32 32 　・ごはん 6 12
（16組） （16組） 　・豚汁
　・鮭のムニエル 卒業生：4
　・カボチャ団子
『学校給食メニューに挑戦』
　・パン 大学：9
　・ポトフ
　・ポークチャップ 17
　・イタリアンサラダ
　・ヨーグルト和え 卒業生：4
　・牛乳 学校給食協会
：2
『クリスマス料理を作ろう！』
48 38 　・パエリヤ 13
　・トマトスープ 6
保護者 保護者 　・チューリップチキン 卒業生：5
18 12 　・ブッシュドノエル
数値（人）
小学生
４・５・６年生
(保護者見学・試食可)
小学生
中学生
保護者
第
５
回
6月15日（日）
7月5日（土）
10月5日（日）
11月16日（日）
12月13日（土）
学校給食セン
ター：5
18
第
１
回
第
２
回
第
３
回
18
小学生
４・５・６年生
(保護者見学・試食可)
小学生
４・５・６年生
就学前
５・６歳児親子
79
第
４
回
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4．2014年度（平成26年度）実施内容（表4）
　『食育教室2014』として，実施回数5回を計画・
実施した．小学生4・5・6年生対象の調理体験で
は，主体性や達成感を持って取り組むことが重要
と判断し，保護者は見学と試食は可として，調理
体験は児童のみとした．延べ200人の参加者が食
育を体験し，延べ68人の学生と15名の卒業生が
ボランティアとして食育推進事業の実施について
学び，自らも食育体験をした．対象や開催スタイ
ルの異なるモデルケースになる5回を維持して，
各回の応募者は定員を上回り，好評であった．
1） 第1回目テーマ「お弁当を作ろう！パート4」
　小学生4・5・6年生を対象とし，調理体験に保
護者不在の中，安全に時間内に実習を終了するた
めには，ボランティア学生をサポートするスタッ
フ及び卒業生ボランティア数が必要なことを痛感
した．スタッフ1名では5人の小学生に対応しき
れないことが，ボランティア学生から感想として
あげられた． 
2） 第2回目「えにわ大好き！食の体験ランド」
　テーマ食材を「だいこん」に設定し実施した．
ルーキーズの前年度3月の第53回全国青年農業者
会議の農林水産省経営局長賞，4月には北海道新
聞社の地域げんき大賞も受賞されたことを受け
て，農業雑誌「農家の友」の特集として取材が入
り，参加児童とルーキーズの圃場での活動やテー
マ野菜の大根を学生と共に調理する様子が詳細に
伝えられた8）（写真4）． この一連の流れが，後に
述べる第1回北海道食育推進優良活動表彰にも繋
がっていると思われる．
3） 第3回目「親子わくわくクッキング」
　就学前幼児親子が対象の回であった．この回
は，2009年度以来2013年度まで12月開催のため，
クリスマスメニューとして5年間続いていたが，
2014年は10月開催になったため，メニューを「基
本の調理にチャレンジ!!」に変更して実施した．
鮭1尾を目の前で解体すると，腹から取り出した
筋子に歓声が上がり，興味新々で目を見張る幼児
もおり，母親からも鮭をさばく様子を見られて良
かったという感想も聞かれた（写真5）．
4） 第4回目テーマ「学校給食メニューに挑戦！」
　学校給食センター・財団法人恵庭市学校給食協
会との共催は7年目になるが，学校給食メニュー
で人気のポトフやポークチャップが実施された．
写真4　農業雑誌「農家の友」8月号 写真5　鮭の解体に目を見張る幼児
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学校給食は地場産物の積極的な活用が求められて
いるため，豚肉はルーキーズ会員の養豚業者から
購入し，使用するトマトケチャップは，加工用ト
マトをルーキーズの食育班のメンバーが夜間に本
学に集合し，特別に瓶詰めのトマトケチャップ作
りをしたものを使用した．豚肉もトマトケチャッ
プも大変旨味があり，美味しいポークチャップが
作られたと参加者から大好評であった．
5） 第5回目テーマ「クリスマス料理を作ろう！」
　小学生4・5・6年生を対象として実施した．調
理をするのは児童のみであることと，クリスマス
料理で作業工程が多いこともあり，時間内で終了
するのが困難であった．その中でも，初めて出会っ
た学年や学校が異なる児童が協力して調理作業を
行い，美味しく，豪華な料理を作れたことが参加
者に達成感をもたらしたと，アンケートの感想に
書かれていた．
6）実施運営体制等
　2014年度は，どの回も希望者が多く，希望に
添えなかった．
　10年を経過したところで，今後の食育教室に
ついて見直す機会の年になった．
5．2015年度（平成27年度）実施内容（表5）
　『食育教室2015』として，実施回数5回を計画・
実施した．（公社）北海道栄養士会札幌石狩支部
表５　　2015年度『食育教室』実施状況
回 月・日 対象 応募者数
参加者
数 テーマ・レシピ スタッフ
ボランティア
学生
『お弁当を作ろう！パート5』
　・たまごそぼろとしらすのおにぎり
  ・肉巻きおにぎり  ・梅しそおにぎり 大学：5 13
40 　・ちくわピック
　・キャベツときのことわかめの和え物 北海道栄養士会 卒業生：6
　・えびとアスパラのオイル焼き ：8
　・レタス巻きポテトサラダ
えにわ　大好き！食の体験ランド
『お米～収穫から料理まで～』
　・ごはん 12
　・コンソメスープ 5
　・鶏肉の香味焼き 卒業生：１
　・ラタトゥイユ
　・大根サラダ
　・かぼちゃプリン
『学校給食メニューに挑戦』
　・わかめご飯 大学：6
　・豆腐となめこの味噌汁 15
83 　・鮭の香味焼き
　・ひじきサラダ 卒業生：１
　・かぼちゃ白玉 学校給食協会
　・牛乳 ：2
親子でわくわくクッキング！
♪パン・バターにチャレンジ♪
35 35 　・パン（人参ジャム・トマトジャム）
（17組） （17組） 　・手作りバター
　・ツナコーンサラダ
　・ミニパフェ
『パーティー料理を作ろう！』
　・グラタンパイ
　・鶏ハム　2種のソースかけ
　・クリスマスドームケーキ
　・スパークリングジュース
数値（人）
43 13
13
小学生
４・５・６年生 45
11月28日（土）
小学生
中学生
保護者
就学前
５・６歳児親子
第
５
回
12月19日（土）
学校給食セン
ター：5
6
6
第
１
回
6月28日（日） 39
第
２
回
10月4日（日） 21
小学生
４・５・６年生
(保護者見学・試食可)
小学生
４・５・６年生 21
第
３
回
10月25日（日） 80
第
４
回
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から共催の申入れがあり，協働の裾野が広がった．
参加者は延べ218人，ボランティア学生は延べ66
人，卒業生のボランティアは8名であった．前年
度の小学4・5・6年生の主体性や達成感を持って
取り組みをさせる方向性をさらに進めて，保護
者が参加できる機会は第3回目と第4回目の2回に
した．第1回目は保護者の見学と試食は可にした
が，第5回目は児童だけの参加とした． 市のホー
ムページの恵庭市子育て情報コーナー　えにはぴ
　食育でハピネス　で本学の食育教室が取り上げ
られる．
1） 第1回目テーマ「お弁当を作ろう！パート5」
　小学生4・5・6年生を対象とし，（公社）北海
道栄養士会札幌石狩支部と共催で実施された．栄
養士会から5名のスタッフと卒業生ボランティア
6名が学生を支援する体制を取り，流れがよく実
施された．栄養士会札幌石狩支部の平川綾子会員
が食育講話「三色食品群で栄養バランスを考えよ
う！」を行った．指導できるスタッフ確保と協働
できる栄養士会との連携は検討課題である．
2） 第2回目「えにわ大好き！食の体験ランド」
　テーマ食材を「米」に設定し実施した．3年生
学生によるワークショップは，3種類の米の違い
を色や形状で比べた後，炊き立ての食味も比較し，
ヨウ素デンプン反応でデンプンの違いが分かるよ
うになる内容であった．学生は，実施後の感想文
に，圃場での体験と繋がる内容として取り組んだ
が，参加児童の学年に幅があるため，小学4年生
にも分かりやすく説明することの難しさや興味関
心を持つかなどのニーズアセスメントの大切さを
感じたことなど，学ぶことが多い体験であったと
述べていた．
　夕食作りは，恵庭保健センターの臨地実習の課
題として4年生が調理台にそれぞれついて指導し
調理を進めた．
3） 第3回目テーマ「学校給食メニューに挑戦！」
　学校給食センター・財団法人恵庭市学校給食協
会との共催で8年目になり，学校給食メニューで
実施された．
4） 第4回目「親子わくわくクッキング」
　就学前幼児親子が対象で，手作りパンとバター
を作る試みをした．
5） 第5回目テーマ「パーティー料理を作ろう！」
　小学生4・5・6年生を対象として実施した．保
護者の見学がなかったため，児童だけでのクリス
マスパーティーをするわくわく感があった．学生
の複数回経験によるサポート力の向上を感じる教
室となった．
6）実施運営体制等
　2015年度は，参加申込が多く，食育教室が市
民にも認知されていることが分かった．次年度も
無理なく実施する体制の検討が必要である．
　 環太平洋経済連携協定（TPP）始め，日本の農
業を取り巻く環境が変化する中，ルーキーズの食
育教室の関わり方も変化するようになり，第2回
の「えにわ大好き！食の体験ランド」に活動を集
中させ，その他の回は地場産の食材の提供に力を
注いだ．
　第3回の恵庭市学校給食センター・財団法人恵
庭市学校給食協会との共催については，8年間続
けてきたが，共催の目的が共有困難となり，継続
開催の検討が必要な状況になった．
6．2016年度（平成28年度）実施内容（表6）
　『食育教室2016』として，実施回数6回を計画・
実施した．参加者は延べ235人，ボランティア学
生は延べ80人，卒業生のボランティアは4名で
あった．2016年度は恵庭市学校給食センターと
（財）恵庭市学校給食協会との共催を休止した．
大学主催を2回設定した．第3回目は本学公開講
座を兼ねて実施した．ルーキーズとの連携につい
ては，前年度と同様に「えにわ大好き！食の体験
ランド」の共催と地場産の食材調達となった．実
施後に実施したレシピの一部は，地域の情報紙に
おいて，掲載してきているが，2016年より，「道
文教大のしあわせレシピ」のコーナーで毎月紹介
する大学のレシピの1つとして情報提供するよう
になる．
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1） 第1回目テーマ「お父さんと朝ごはんをつくろ
う！」
　（公社）北海道栄養士会札幌石狩支部と共催で，
小学1・2・3年生とその父親を対象に，朝食摂取
に焦点を当て実施した．
　試食時には栄養士会会員による「朝ごはんの3
つのはたらき」の食育講話を行った．
　募集定員18組に対して申込みは44組となり，2.5
倍の応募があった．開催日が「父の日」であった
写真6　お父さんと参加する児童
表６　　2016年度『食育教室』実施状況
回 月・日 対象 応募者数
参加者
数 テーマ・レシピ スタッフ
ボランティア
学生
『お父さんと朝ごはんを作ろう！』
　・ご飯
　・みそ汁
　・アスパラの肉巻き 大学：　8
94 34 　・枝豆オムレツ
（44組） （15組） 　・かんたんピクルス 北海道栄養士会
　・フルーツヨーグルト ：6
えにわ　大好き！食の体験ランド
『キャベツを食べつくそう！』
　・タコライス 12
22 　・コンソメスープ 7
　・キャベツのロールサラダ 卒業生：2
　・キャベツのミルフィーユ
　・すいか
北海道文教大学公開講座として実施
『朝ごはんを作ろう！』
　・パン（人参ジャム・トマトジャム）
　・コーンクリームスープ 3名
34 　・モーニングワンプレート 9
　　ポーチドエッグ, 野菜盛り合わせ， 卒業生：2
　　ボイルウィンナー他
　・ブルーベリーヨーグルト
『お父さんとお弁当を作ろう！』
　・型ぬきごはん
　・チキンピカタ
83 77 　・かぼちゃと豆のサラダ 7
（44組） （37組） 　和風コールスロー
　・ピック2種
　・フルーツ
親子わくわくクッキング
『はじめてのお料理1・2・3』
28 28 　・ご飯 6
　・かぼちゃのクリームシチュー
（14組） （14組） 　・ごちそうサラダ
　・ヨーグルトプリン
『クリスマス料理に挑戦！』
　・クリスマスプレート
　　エビピラフ、ローストチキン 6
　　にんじんのグラッセ、インゲンソテー
　・シュークリーム
　・ピンクスカッシュ
数値（人）
小学生
1・2・3年生
（父親と子）
第
１
回
22
84
10
18
24
13
40
34
6/19（日）
第
２
回
7/16（土）
小学生
４・５・６年生
小学生
４・５・６年生
小学生
４・５・６年生
就学前
５・６歳児親子
第
５
回
11/ 5（土）
第
６
回
12/ 4（日）
第
３
回
9/ 4（日）
第
４
回
10/ 2（日）
小学生
1・2・3年生
（父親と子）
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ことと，子育ての関わりに積極的な若い親世代の
ニーズに合っていたためと思われる．父親と子ど
もの組合せは，母親との組合せと異なる静かな時
間の流れがあり，若い子育て世代が多く住む恵庭
市での試みとして，有効な取り組みになった．
2） 第2回目「えにわ大好き！食の体験ランド」
　テーマ食材を「キャベツ」に設定し実施した． 
3） 第3回目テーマ「朝ごはんを作ろう！」
　本学公開講座の1つとして実施した．大学の公
開講座の新聞折込みチラシでは，食育教室の参加
対象者には情報が十分に伝わらないので，急遽，
食育教室の従前の周知方法で対象者にチラシを配
布実施して，参加者を募集した．
4） 第4回目テーマ「お父さんとお弁当を作ろう！」
　小学1・2・3年生とその父親を対象に開催した．
第1回目参加者の応募が多く，受付初日で定員を
上回ったため，2つの実習室を使い，参加定員を
増やす対応を行った．大きな反響があり良い試み
であった．
5） 第5回目「親子わくわくクッキング」
　就学前の幼児とその親を対象に，調理の基本を
中心に実習できるメニューで実施した．
6） 第6回目テーマ「クリスマス料理に挑戦!!」
　小学4・5・6生対象で実施した．定員の2倍以
上の申込があり，参加者の選定基準を設定するの
が難しいと感じた．特に，6年生を参加者から除
外する場合には，次の機会をご案内できないこと
も考慮する必要があるので，対象年齢や開催規模
を含めた検討が必要と思われる．クリスマス料理
がテーマの時は時間が掛かるので，終了時間を通
常より15分延長して募集した．
7）実施運営体制等
　第4回は募集定員を増やし，参加希望者のニー
ズに応えた．しかし，2つの実習室に配置するス
タッフ及び学生ボランティア数が不足し，実施当
日の確認作業が徹底しない等の問題点が反省とし
て挙げられた．この点から，実施の規模を超える
時には，運営体制を再確認することが極めて重要
であることがわかった．
Ⅲ．学会発表および第1回北海道食育推進優
良活動表彰
　本学食育教室の2010年度以前の取り組みは，
日本栄養改善学会で2008および2009年の2度報告
している．9）10）
　その後2011年に「食育推進における地域連携
について　－生産者団体との連携－」として，協
力団体である生産者団体会員の意識の変容等を調
査した結果，食育教室の取り組みを楽しいと感じ
ている会員が多く，地域連携が食育推進に重要で
あることを理解していること，食育を総合的に推
進するためには，地域連携や体験活動の場の提供
が有効であることがわかった11）．
　2014年には，食育教室の10年間の実施回数が
46回，延べ参加者数が1,869人，ボランティア学
生が延べ476人という食育の広がりが見られ，地
方連携団体との関わりや広がりが食育活動の実践
モデルとして認められ第1回北海道食育推進優良
活動表彰を受けた．
　2014年の第12回日本栄養改善学会北海道支部
学術総会で「食育推進における地域連携について 
－「食育教室」10年の実践－」として実施回数
が50回，延べ参加者数が約2,000人，ボランティ
ア学生が約500人になったことを報告した．12）継
続は力なりとの思いとともに，「少しでも多くの
子どもたちがわくわく感のある食育体験を経験す
る場を提供していくことがこれからも大切にな
る」との確信を持った．
写真7　北海道食育推進優良活動表彰
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Ⅳ．6年間のまとめ
　本資料では，前報5）6）以後の6年間〔2011 ～
2016〕の実施内容をまとめ，連携機関との新た
な取り組みや広がり等について報告した．
　地域の食育のネットワークづくりや子どもたち
の食育推進に，参加者や連携団体の増加など一定
の成果が見られたことから，引き続き調理実習等
体験型の『食育教室』を継続してきた．その中で，
農業を取り巻く社会情勢の変化，連携団体の関係
者の移動など，連携の仕方を検討しながら実施し
てきた．管理栄養士・栄養教諭の養成校として，
学生への教育効果のある体験学習ができる事業と
して位置づけられることには疑いはない．しかし，
参加対象者に合わせた食育教室実施時期が，学生
の臨地実習と重なることを避けるなど，負担の少
ない方向で実施するための工夫が必要であり，連
携先から学生に教育力のあるスタッフが複数入る
と食育教室の運営がスムーズになることがわかっ
た．また，栄養士会会員や卒業生ボランティアの
活動は学生にとって，栄養士のロールモデルに触
れる機会にもなったと考える．恵庭市学校給食セ
ンタ ・ー財団法人恵庭市学校給食協会との連携は，
その連携の必要性を相互に協議し，検討していく
こととした．管理栄養士スタッフは，学生の指導
の他，デモンストレーションも行い，その存在は
必要不可欠なものになった．学生ボランティアは
3年生を対象に募集してきた．開催回数が4，5回
目には複数回参加できた学生が数名いる．これら
の学生は，全体を見渡した行動ができる，初めて
の学生をリードできるなど大変良く動けるように
なっていることが観察され，反省会で充実した体
験ができたと感想を述べている．ボランティア学
生が個々の成長を確認できる仕組みが必要であ
る．
　広報活動は，事後にもそれを伝えることで食
育活動を推進する効果を期待できるものとして，
様々な機会に連携を取って行きたいと考えてい
る．2015年より市のホームページの恵庭市子育
て情報コーナー　えにはぴ　食育でハピネス　で
本学の食育教室が取り上げられる．実施したレシ
ピの一部は，地域の情報紙 ちゃんと において，
情報提供している．2016年からは，情報紙 ちゃ
んと に「道文教大のしあわせレシピ」のコーナー
が設けられ，毎月紹介する大学のレシピの1つと
して情報提供している．
　地域の高等教育機関として，地域の子どもたち
や子育て中の保護者に向けて，食育の機会を提供
することから，地域の食環境整備の支援になって
いる．学生には実際の対象者と栄養教育を体験す
る場を提供している．
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